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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
不
正
改
造
車

を
排
除
し
、
車
両
の
安
全
確
保
及
び
環
境

保
全
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
及
び
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」
を
展
開
し
、
特
に
10
月
を
強

化
月
間
と
し
て
、
不
正
改
造
車
の
よ
り
一

層
の
排
除
に
向
け
た
取
組
を
集
中
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
当
局
陸
運

事
務
所
で
は
、
沖
縄
県
警
察
本
部
、（
独
）

自
動
車
技
術
総
合
機
構
、
軽
自
動
車
検
査

協
会
と
連
携
し
、
深
夜
に
騒
音
を
ま
き
散

ら
す
な
ど
、
他
の
交
通
や
近
隣
住
民
に
多

大
な
危
険
と
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る
違
法

マ
フ
ラ
ー
を
装
着
し
た
二
輪
の
不
正
改
造

車
を
重
点
的
に
排
除
す
る
た
め
に
街
頭
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
８
台
の
車
両
を
検
査
し
、

騒
音
基
準
を
満
た
さ
な
い
マ
フ
ラ
ー
の
取

り
付
け
、
違
法
な
灯
火
器
の
取
り
付
け
等

の
不
正
改
造
さ
れ
て
い
た
４
台
に
対
し
て

整
備
命
令
書
を
交
付
し
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

の
不
点
灯
等
の
整
備
不
良
車
両
４
台
に
対

し
て
口
頭
警
告
し
、
改
善
措
置
を
命
じ
ま

し
た
。
整
備
命
令
の
交
付
を
受
け
た
自
動

車
の
使
用
者
は
、
必
要
な
整
備
を
行
い
、

陸
運
事
務
所
で
車
両
の
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

マ
フ
ラ
ー
な
ど
不
正
改
造
さ
れ
た

二
輪
車
を
取
り
締
ま
る

深
夜
街
頭
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
！

　
10
月
29
日
、「
令
和
７
年
度
鉄
道
及
び
軌

道
の
運
転
無
事
故
沖
縄
総
合
事
務
局
長
表

彰
並
び
に
運
転
関
係
従
事
員
沖
縄
総
合
事

務
局
長
表
彰
」
を
沖
縄
総
合
事
務
局
に
て

局
長
代
理
と
し
て
次
長
が
出
席
の
も
と
実

施
し
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
所
定
の
期
間
中
、
責
任
事

故
が
皆
無
で
あ
り
、
か
つ
運
転
保
安
業
務

の
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
鉄
軌
道
事

業
者
に
対
す
る
表
彰
と
運
転
関
係
従
事
員

と
し
て
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
勤
続
し
、

年
齢
40
歳
以
上
の
者
で
、
そ
の
責
任
に
起

因
す
る
運
転
事
故
が
皆
無
で
あ
り
、
か
つ
、

勤
務
成
績
が
優
秀
で
他
の
係
員
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
者
が
対
象
と
し
て
お
り
、
10

月
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
者
と
な
る
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

株
式
会
社
は
連
続
９
期
目
の
受
賞
と
な
り
、

あ
わ
せ
て
３
名
の
運
転
関
係
従
事
者
が
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
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の
運
転
無
事
故
表
彰
並
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に

運
転
関
係
従
事
員
表
彰
を

実
施
し
ま
し
た
！

次長と受賞者との集合写真 受章式の様子

マフラー騒音測定の風景

深夜街頭検査の風景

仕
事
の窓窓

No.9運輸部

仕
事
の窓窓

No.10運輸部

※四捨五入のため合計は一致しない

　
こ
の
日
は
、
石
垣
島
に
お
け
る
お
米
（
備

蓄
米
）
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
地
元
の
お

米
屋
さ
ん
に
取
材
し
ま
す
。

内閣府だより

　「強い経済」を実現する総合経済対策を踏まえ、沖縄における地方の伸び代の活用と暮らしの安定、中小企業・小規模事業者をは
じめとする賃上げ環境の整備、防災・減災・国土強靱化の推進、未来に向けた投資の拡大を実施するため、令和7年度補正予算に
289億円を計上しました。

令和７年度補正予算に289億円を計上

沖縄県の駐留軍用地の返還後の円滑な跡地利用を見据え、特定駐留軍用地等内における自治体の計画的・継続的な土地の
先行取得の取組を支援する。【20億円】

地方の伸び代の活用と暮らしの安定
駐留軍用地跡地先行取得事業費

物価高騰等の影響を受けている沖縄県の事業者等の事業継続を支援し、長期・低利資金を安定的に供給するという政策金融
機関としての役割を果たせるよう、沖縄振興開発金融公庫の業務の運営に資するための補給金を速やかに給付する。【６億円】

中小企業・小規模事業者をはじめとする賃上げ環境の整備
沖縄振興開発金融公庫に対する補給金

「量子技術」、「エネルギー」を含む先端科学技術等において研究を進展させ、新たなイノベーションの創出を図るため、研究
に不可欠な基盤整備等を行い、OISTの研究力を更に強化する。【23億円】

未来に向けた投資の拡大
沖縄科学技術大学院大学（OIST）における研究基盤の整備等の加速化等の支援

沖縄における道路、港湾、農業農村整備等に係る防災・減災・国土強靱化のための取組等を推進する。【175億円】

防災・減災・国土強靱化の推進
沖縄における公共事業等に係る防災・減災・国土強靱化の推進等

沖縄県が自主的な選択に基づいて実施する振興の基盤となる施設の整備に関する事業のうち、防災・減災・国土強靱化等の
観点から緊急性・必要性の高い事業の実施を加速化するため、交付金を活用した支援を行う。【64億円】

沖縄振興公共投資交付金を活用した防災・減災・国土強靱化の推進等

お し ご とお し ご と 紹 介
4コマで分かる!! 
内閣府沖縄総合事務局農林水産部の

One Day～とある一日～【石垣出張】
今回のテーマは・・・

12

34

　
私
は
、
農
政
課
で
部
の
総
括
・
広
報
業
務
を

担
当
し
て
い
る
採
用
１
年
目
の
宮
国
で
す
。

　
取
材
の
後
、
田
ん
ぼ
や
精
米
機
も
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
米
と
備
蓄
米
で
は
精
米
時
の
削
り
具

合
い
が
違
う
そ
う
で
す
。

　
栽
培
時
に
活
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
！

　
局
に
戻
り
、
原
稿
を
作
成
し
ま
す
！

　
お
米
の
販
売
状
況
の
取
材
に
加
え
て
、

田
ん
ぼ
や
精
米
ま
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
る
１
日
で
し
た

　
農
林
水
産
部
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
部

Ｘ
）な
ど
で
沖
縄
の
農
林
水
産
業
・

食
品
産
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
今
日
は
局
広
報
誌「
群
星
」※
に
掲
載
す
る
記

事
の
取
材
を
行
う
た
め
、石
垣
島
へ
出
張
で
す
！

私たちは
お米の販売だけでなく、
栽培や精米も行っています。
みなさまにおいしいお米を
お届けするため、
日々頑張っています！

メモメモ
メモメモ

メモ

メモ

メモメモ

実
際
に

出
来
上
が
っ
た

記
事
が
こ
ち
ら

　
現
在
、
当
局
で
は
県
内
自
治
体
向
け
に
「
国
の
会
計
実
務
に
触
れ
ら
れ
る
研
修
」
を
新
た
に
企

画
し
、
県
内
各
市
町
村
を
順
次
訪
問
し
提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
各
市
町
村
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
局
に
と
っ
て
も
、
研

修
を
通
し
て
沖
縄
振
興
の
一
環
と
し
て
の
「
自
治
体
支
援
」
に
寄
与
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
可
能
な
限
り

長
く
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
採
用
業
務
以
外
の
業
務
も
や
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
・
・
・

精米機

田んぼ

群星９・10月号

部の取組をSNSなどでPRするための
写真を撮っている様子

石垣島
Let’s Go～!

ただいま～

農林水産部公式X
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